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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月29日(2012.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　そこで、本発明は、関連付け処理を行うホスト装置を制限することで、画像処理装置の
使用が許可されていないホスト装置からの不正な接続を防止する仕組みを提供することを
目的とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　上記目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、ホスト装置との間で無線通信を
行って、該ホスト装置からデータを受信することが可能な画像処理装置であって、前記無
線通信を行うために、前記ホスト装置と前記画像処理装置を関連付けるための関連付け処
理を行う処理手段と、前記処理手段による前記関連付け処理の実行が許可されているホス
ト装置を示す許可ホストＩＤを記憶する記憶手段と、前記処理手段が前記関連付け処理を
行う際に、前記ホスト装置から送信されたホストＩＤと前記記憶手段に記憶されている許
可ホストＩＤとを比較し、該比較の結果に基づいて、前記処理手段による前記関連付け処
理を実行するか否かを判断する制御手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
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　本発明によれば、関連付け処理を行うホスト装置を制限することで、画像処理装置の使
用が許可されていないホスト装置からの不正な接続を防止することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホスト装置との間で無線通信を行って、該ホスト装置からデータを受信することが可能
な画像処理装置であって、
　前記無線通信を行うために、前記ホスト装置と前記画像処理装置を関連付けるための関
連付け処理を行う処理手段と、
　前記処理手段による前記関連付け処理の実行が許可されているホスト装置を示す許可ホ
ストＩＤを記憶する記憶手段と、
　前記処理手段が前記関連付け処理を行う際に、前記ホスト装置から送信されたホストＩ
Ｄと前記記憶手段に記憶されている許可ホストＩＤとを比較し、該比較の結果に基づいて
、前記処理手段による前記関連付け処理を実行するか否かを判断する制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、管理者となるユーザが使用するホスト装置を示す管理者ホストＩＤを
更に記憶し、
　前記制御手段は、前記ホスト装置から送信されたホストＩＤと同じホストＩＤが管理者
ホストＩＤとして前記記憶手段に記憶されている場合に、該ホスト装置に対して、前記記
憶手段に記憶されている許可ホストＩＤの編集を許可することを特徴とする請求項１に記
載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記許可ホストＩＤの編集を許可したホスト装置が前記許可ホストＩ
Ｄを削除する場合に、該ホスト装置の表示装置に確認画面を表示させる、ことを特徴とす
る請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記記憶手段は、前記処理手段が前記関連付け処理を実行することにより得られたＣＣ
（コネクションコンテキスト）を更に記憶し、
　前記制御手段は、前記許可ホストＩＤの編集を許可したホスト装置が前記許可ホストＩ
Ｄを削除する場合に、当該削除される許可ホストＩＤと同じホストＩＤを含むＣＣが前記
記憶手段に記憶されているか否かを判断し、前記削除される許可ホストＩＤと同じホスト
ＩＤを含むＣＣが前記記憶手段に記憶されている場合は、当該ＣＣを前記記憶手段から削
除する、ことを特徴とする請求項２または３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記記憶手段に管理者ホストＩＤが記憶されていない状態で前記処理
手段による前記関連付け処理が実行された場合、該関連付け処理を行ったホスト装置のホ
ストＩＤを管理者ホストＩＤとして前記記憶手段に記憶させることを特徴とする請求項２
から４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記記憶手段に記憶されている許可ホストＩＤのそれぞれについて、前記処理手段によ
る前記関連付け処理が済んでいるか否かを管理する管理手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記許可ホストＩＤの編集を許可したホスト装置が、前記処理手段に
よる前記関連付け処理が済んでいる許可ホストＩＤを削除する場合に、該ホスト装置の表
示装置に確認画面を表示させる、ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項７】
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　前記無線通信とは、ワイヤレスＵＳＢ通信であり、前記関連付け処理とは、ワイヤレス
ＵＳＢ通信に関するアソシエーション処理であることを特徴とする請求項１から６のいず
れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記無線通信を行って前記ホスト装置から印刷データを受信し、当該受信した印刷デー
タに基づく印刷処理を実行する印刷手段を更に備えることを特徴とする請求項１から７の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　ホスト装置との間で無線通信を行って、該ホスト装置からデータを受信することが可能
な画像処理装置の制御方法であって、
　前記無線通信を行うために、前記ホスト装置と前記画像処理装置を関連付けるための関
連付け処理を行う処理工程と、
　前記処理工程での前記関連付け処理の実行が許可されているホスト装置を示す許可ホス
トＩＤを記憶媒体に記憶する記憶工程と、
　前記処理工程で前記関連付け処理を行う際に、前記ホスト装置から送信されたホストＩ
Ｄと前記記憶手段に記憶されている許可ホストＩＤとを比較し、該比較の結果に基づいて
、前記処理工程での前記関連付け処理を実行するか否かを判断する制御工程と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の画像処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
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